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デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、および

ファイルに関する情報
ここでは、Cisco NX-OSデバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルについて
説明します。

ファイルシステム

ローカルファイルシステムを指定するための構文は、filesystem:[//modules/]です。
次の表に、デバイスで参照できるファイルシステムを示します。
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表 1：ファイルシステムの構文の構成要素

説明モジュールファイルシステム名

イメージファイル、コンフィ

ギュレーションファイル、お

よびその他のファイルの保存に

使用する、アクティブスーパー

バイザモジュールにある内部

CompactFlashメモリ。初期デ
フォルトディレクトリは

bootflashです。

sup-active

sup-local

bootflash

イメージファイル、コンフィ

ギュレーションファイル、お

よびその他のファイルの保存に

使用する、スタンバイスーパー

バイザモジュールにある内部

CompactFlashメモリ。

sup-standby

sup-remote

スーパーバイザモジュールに

ある、一時的または保留中の変

更のために使用される、揮発性

RAM（VRAM）。

—volatile

ログファイルの統計情報を保

存するアクティブスーパーバ

イザにあるメモリ。

—log

実行コンフィギュレーション

ファイルの保存に使用する、

スーパーバイザモジュールに

あるメモリ。

—system

デバッグログ用に使用するスー

パーバイザモジュールのメモ

リ。

—debug

ディレクトリ

bootflash:および外部フラッシュメモリ（slot0:、usb1:、および usb2:）には、ディレクトリを作成
できます。これらのディレクトリ間を移動して、ファイルの保存用に使用できます。
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ファイル

ブートフラッシュにファイルを作成し、アクセスします。 volatile:、slot0:、usb1:、および usb2:
ファイルシステム。 system:システムファイルにあるファイルには、アクセスすることだけでき
ます。 debug logfileコマンドで指定したデバッグログファイル用には、debug:ファイルシステム
を使用できます。

FTP、Secure Copy（SCP）、Secure Shell FTP（SFTP）、および TFTPを使用して、リモートサー
バからシステムイメージファイルなどのファイルをダウンロードできます。デバイスがSCPサー
バとして動作できるので、外部サーバからデバイスへファイルをコピーすることもできます。

ファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルのラ

イセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

ファイルシステム、ディレクトリ、およびファ

イルを使用するためにライセンスは必要ありま

せん。ライセンスパッケージに含まれていな

い機能はすべてCiscoNX-OSシステムイメージ
にバンドルされており、追加費用は一切発生し

ません。CiscoNX-OSのライセンススキームの
詳細は、『CiscoNX-OS LicensingGuide』を参照
してください。

Cisco NX-OS

ディレクトリの操作
ここでは、Cisco NX-OSデバイスでディレクトリを操作する方法について説明します。

カレントディレクトリの識別

カレントディレクトリのディレクトリ名を表示できます。

手順の概要

1. pwd
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

カレントディレクトリの名前を表示します。pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

カレントディレクトリの変更

ファイルシステム操作でのカレントディレクトリを変更できます。初期デフォルトディレクト

リは bootflash:です。

手順の概要

1. （任意） pwd
2. cd {directory | filesystem:[//module/][directory]}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示します。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

新しいカレントディレクトリに変更します。ファイルシ

ステム、モジュール、およびディレクトリの名前は、大文

字と小文字が区別されます。

cd {directory |
filesystem:[//module/][directory]}

例：
switch# cd slot0:

ステップ 2   

ディレクトリの作成

bootflash:ファイルシステムおよびフラッシュデバイスのファイルシステム内にディレクトリを
作成できます。
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手順の概要

1. （任意） pwd
2. （任意） cd {directory | filesystem:[//module/][directory]}
3. mkdir [filesystem:[//module/]]directory

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示します。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

（任意）

新しいカレントディレクトリに変更します。ファイルシス

テム、モジュール、およびディレクトリの名前は、大文字と

小文字が区別されます。

cd {directory |
filesystem:[//module/][directory]}

例：
switch# cd slot0:

ステップ 2   

新しいディレクトリを作成します。 filesystem引数は、大文字
と小文字が区別されます。 directory引数には、大文字と小文
字を区別して、最大 64文字の英数字で値を指定します。

mkdir [filesystem:[//module/]]directory

例：
switch# mkdir test

ステップ 3   

ディレクトリの内容の表示

ディレクトリの内容を表示できます。

手順の概要

1. dir [directory | filesystem:[//module/][directory]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ディレクトリの内容を表示します。デフォルトは現在の作

業ディレクトリです。ファイルシステムとディレクトリ

の名前は、大文字と小文字が区別されます。

dir [directory | filesystem:[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash:test

ステップ 1   
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ディレクトリの削除

デバイス上のファイルシステムからディレクトリを削除できます。

はじめる前に

ディレクトリを削除しようとする前に、そのディレクトリが空であることを確認してください。

手順の概要

1. （任意） pwd
2. （任意） dir [filesystem :[//module/][directory]]
3. rmdir [filesystem :[//module/]]directory

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示します。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイルシステ

ム、モジュール、およびディレクトリの名前は、大文字と小文

字が区別されます。

dir [filesystem :[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash:test

ステップ 2   

ディレクトリが空でない場合は、そのディレクトリを削除する

前にすべてのファイルを削除する必要があります。

ディレクトリを削除します。ファイルシステムとディレクト

リの名前は、大文字と小文字が区別されます。

rmdir [filesystem :[//module/]]directory

例：
switch# rmdir test

ステップ 3   

スタンバイスーパーバイザモジュール上のディレクトリへのアクセ

ス

スタンバイスーパーバイザモジュール（リモート）のすべてのファイルシステムに、アクティ

ブスーパーバイザモジュールのセッションからアクセスできます。この機能は、アクティブスー

パーバイザモジュールにファイルをコピーする際に、同様のファイルがスタンバイスーパーバイ

ザモジュールにある必要がある場合に役立ちます。スタンバイスーパーバイザモジュールのファ

イルシステムにアクティブスーパーバイザモジュールセッションからアクセスするには、ファ
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イルのパスで filesystem://sup-remote/または filesystem://sup-standby/のいずれかを使用してスタン
バイスーパーバイザモジュールを指定する必要があります。

ファイルの使用
ここでは、Cisco NX-OSデバイスでファイルを操作する方法について説明します。

ファイルの移動

あるディレクトリから別のディレクトリにファイルを移動させることができます。

宛先ディレクトリに同名のファイルがすでに存在する場合は、そのファイルは移動対象のファ

イルによって上書きされます。

注意

moveコマンドを使用して、同じディレクトリ内でファイルを移動することにより、ファイルの名
前を変更できます。

手順の概要

1. （任意） pwd
2. （任意） dir [filesystem:[//module/][directory]]
3. move [filesystem:[//module/][directory /] | directory/]source-filename {{filesystem:[//module/][directory

/] | directory/}[target-filename] | target-filename}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示します。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイルシス

テムとディレクトリの名前は、大文字と小文字が区別されま

す。

dir [filesystem:[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash

ステップ 2   

ファイルを移動します。move [filesystem:[//module/][directory /] |
directory/]source-filename

ステップ 3   

ファイルシステム、モジュール、およびディレクトリの名

前は、大文字と小文字が区別されます。
{{filesystem:[//module/][directory /] |
directory/}[target-filename] | target-filename}
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目的コマンドまたはアクション

例：
switch# move test old_tests/test1

target-filename引数は、64文字以内の英数字で指定します。
大文字と小文字が区別されます。 target-filename引数が指定
されていない場合、ファイル名は、デフォルトで

source-filename引数の値になります。

ファイルのコピー

ファイルのコピーを同じディレクトリ内、または別のディレクトリのどちらにも作成できます。

dirコマンドを使用して、コピー先のファイルシステムに十分な領域があることを確認しま
す。十分な領域が残っていない場合は、deleteコマンドを使用して不要なファイルを削除しま
す。

（注）

手順の概要

1. （任意） pwd
2. （任意） dir [filesystem:[//module/][directory]]
3. copy [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]source-filename | {filesystem:[//module/][directory/]]

| directory/}[target-filename]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示します。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイルシス

テムとディレクトリの名前は、大文字と小文字が区別されま

す。

dir [filesystem:[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash

ステップ 2   

ファイルをコピーします。ファイルシステム、モジュール、

およびディレクトリの名前は、大文字と小文字が区別されま

copy [filesystem:[//module/][directory/] |
directory/]source-filename |
{filesystem:[//module/][directory/]] |
directory/}[target-filename]

ステップ 3   

す。 source-filename引数には、大文字と小文字を区別して、
最大 64文字の英数字で値を指定します。 target-filename引数
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目的コマンドまたはアクション

例：
switch# move test old_tests/test1

が指定されていない場合、ファイル名は、デフォルトで

source-filename引数の値になります。

ファイルの削除

ディレクトリからファイルを削除できます。

手順の概要

1. （任意） dir [filesystem:[//module/][directory]]
2. delete {filesystem:[//module/][directory/] | directory/}filename

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイルシステ

ムとディレクトリの名前は、大文字と小文字が区別されます。

dir [filesystem:[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash

ステップ 1   

ファイルを削除します。ファイルシステム、モジュール、およ

びディレクトリの名前は、大文字と小文字が区別されます。

source-filename引数は、大文字と小文字が区別されます。

delete {filesystem:[//module/][directory/]
| directory/}filename

例：
switch# move test old_tests/test1

ステップ 2   

ディレクトリを指定すると、deleteコマンドではディレ
クトリ全体とその内容すべてが削除されます。

注意

ファイルの内容の表示

ファイルの内容を表示できます。

手順の概要

1. show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename

Cisco Nexus 5500 シリーズ NX-OS 基本コンフィギュレーションガイドリリース 6.0(2)N1(1)    
   OL-27896-01-J 9

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用

ファイルの削除



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイルの内容を表示します。show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename

例：
switch# show file bootflash:test-results

ステップ 1   

ファイルチェックサムの表示

ファイルの整合性をチェックするためのチェックサムを表示できます。

手順の概要

1. show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename {cksum | md5sum}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイルのチェックサムまたはMD5チェッ
クサムを表示します。

show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename {cksum
| md5sum}

例：
switch# show file bootflash:trunks2.cfg cksum

ステップ 1   

ファイルの圧縮および圧縮解除

Lempel-Ziv 1977（LZ77）コーディングを使用して、Cisco NX-OSデバイス上のファイルを圧縮お
よび圧縮解除できます。

手順の概要

1. （任意） dir [filesystem:[//module/]directory]]
2. gzip [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]filename
3. gunzip [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]filename .gz
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイル

システムとディレクトリの名前は、大文字と小文字が区

別されます。

dir [filesystem:[//module/]directory]]

例：
switch# dir bootflash:

ステップ 1   

ファイルを圧縮します。ファイルが圧縮されると、その

サフィックスは .gzになります。
gzip [filesystem:[//module/][directory/] |
directory/]filename

例：
switch# gzip show_tech

ステップ 2   

ファイルを圧縮解除します。圧縮解除するファイルのサ

フィックスは .gzである必要があります。ファイルが圧
gunzip [filesystem:[//module/][directory/] |
directory/]filename .gz

例：
switch# gunzip show_tech.gz

ステップ 3   

縮解除されると、そのサフィックスは .gzでなくなりま
す。

ファイルの最後の行の表示

ファイルの最後の行を表示できます。

手順の概要

1. tail [filesystem:[//module/]][directory/]filename [lines]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイルの最後の行を表示します。デフォルトの

行数は 10行です。範囲は 0～ 80行です。
tail [filesystem:[//module/]][directory/]filename [lines]

例：
switch# tail ospf-gr.conf

ステップ 1   

show コマンドの出力のファイルへのリダイレクト
showコマンドの出力を、bootflash:、slot0:、volatile:、またはリモートサーバのファイルにリダイ
レクトできます。また、コマンドの出力形式も指定できます。
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手順の概要

1. （任意） terminal redirection-mode {ascii | zipped}
2. show-command > [filesystem:[//module/][directory] | [directory /]]filename

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

ユーザセッションに対して showコマンド出力の
リダイレクションモードを設定します。デフォル

トモードは asciiです。

terminal redirection-mode {ascii | zipped}

例：
switch# terminal redirection-mode zipped

ステップ 1   

showコマンドからの出力をファイルにリダイレク
トします。

show-command > [filesystem:[//module/][directory] |
[directory /]]filename

例：
switch# show tech-support > bootflash:techinfo

ステップ 2   

ファイルの検索

特定の文字列で始まる名前のファイルを、現在の作業ディレクトリおよびサブディレクトリから

検索できます。

手順の概要

1. （任意） pwd
2. （任意） cd {filesystem:[//module/][directory] | directory}
3. find filename-prefix

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示します。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

デフォルトディレクトリを変更します。

cd {filesystem:[//module/][directory] |
directory}

例：
switch# cd bootflash:test_scripts

ステップ 2   

指定したファイル名プレフィックスで始まる名前を持つす

べてのファイルを、デフォルトディレクトリとサブディ

find filename-prefix

例：
switch# find bgp_script

ステップ 3   

レクトリから検索します。ファイル名プレフィックスは、

大文字と小文字が区別されます。

アーカイブファイルの操作
CiscoNX-OSソフトウェアは、アーカイブファイルをサポートしています。アーカイブファイル
の作成、既存のアーカイブファイルへのファイルの追加、アーカイブファイルからのファイルの

抽出、アーカイブファイル内のファイルの一覧表示ができます。

アーカイブファイルの作成

アーカイブファイルを作成し、それにファイルを追加できます。次の圧縮タイプを指定できま

す。

• bzip2

• gzip

•非圧縮

デフォルトは gzipです。

手順の概要

1. tar create {bootflash: | volatile:}archive-filename [absolute] [bz2-compress] [gz-compress] [remove]
[uncompressed] [verbose] filename-list

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

アーカイブファイルを作成し、それにファイルを追加します。ファイル名は、大

文字と小文字が区別されない英数字であり、最大 240文字です。
tar create {bootflash: |
volatile:}archive-filename
[absolute] [bz2-compress]

ステッ

プ 1   
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目的コマンドまたはアクション

absoluteキーワードは、アーカイブファイルに追加されたファイルの名前から先
頭のバックスラッシュ文字（\）を削除しないことを指定します。デフォルトで
は、先頭のバックスラッシュ文字は削除されます。

[gz-compress] [remove]
[uncompressed] [verbose]
filename-list

bz2-compress、gz-compress、および uncompressedキーワードによって、アーカ
イブにファイルが追加される（または、後で追加される）ときに使用される圧縮

ユーティリティと、それらのファイルを抽出するときに使用される圧縮解除ユー

ティリティが決定されます。アーカイブファイルの拡張子を指定しない場合、デ

フォルトは次のとおりです。

• bz2-compressの拡張子は .tar.bz2です。

• gz-compressの拡張子は .tar.gzです。

• uncompressedの拡張子は .tarです。

removeキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、アーカイブにファイルを追
加した後にそれらのファイルをファイルシステムから削除することを指定しま

す。デフォルトでは、ファイルは削除されません。

verboseキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、アーカイブに追加された
ファイルを一覧表示することを指定します。デフォルトでは、追加されたファイ

ルが一覧表示されます。

次の例では、gzipで圧縮されたアーカイブファイルを作成する方法を示します。
switch# tar create bootflash:config-archive gz-compress bootflash:config-file

アーカイブファイルへのファイルの追加

Cisco NX-OSデバイス上の既存のアーカイブファイルにファイルを追加できます。

はじめる前に

Cisco NX-OSデバイス上でアーカイブファイルを作成しておきます。

手順の概要

1. tar append {bootflash: | volatile:}archive-filename [absolute] [remove] [verbose] filename-list
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

既存のアーカイブファイルにファイルを追加します。アーカイブファイルの

名前は、大文字と小文字が区別されません。

tar append {bootflash: |
volatile:}archive-filename
[absolute] [remove] [verbose]
filename-list

ステッ

プ 1   

absoluteキーワードは、アーカイブファイルに追加されたファイルの名前か
ら先頭のバックスラッシュ文字（\）を削除しないことを指定します。デフォ
ルトでは、先頭のバックスラッシュ文字は削除されます。

removeキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、アーカイブにファイル
を追加した後にそれらのファイルをファイルシステムから削除することを指

定します。デフォルトでは、ファイルは削除されません。

verboseキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、アーカイブに追加され
たファイルを一覧表示することを指定します。デフォルトでは、追加された

ファイルが一覧表示されます。

次の例では、既存のアーカイブファイルにファイルを追加する方法を示します。

switch# tar append bootflash:config-archive.tar.gz bootflash:new-config

アーカイブファイルからのファイルの抽出

Cisco NX-OSデバイス上の既存のアーカイブファイルにファイルを抽出できます。

はじめる前に

Cisco NX-OSデバイス上でアーカイブファイルを作成しておきます。

手順の概要

1. tar extract {bootflash: | volatile:}archive-filename [keep-old] [screen] [to {bootflash: |
volatile:}[/directory-name]] [verbose]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

既存のアーカイブファイルからファイルを抽出します。アーカイブファ

イルの名前は、大文字と小文字が区別されません。

tar extract {bootflash: |
volatile:}archive-filename
[keep-old] [screen] [to {bootflash:

ステッ

プ 1   

keep-oldキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、抽出されるファイ
ルと同じ名前を持つファイルを上書きしないことを示します。

| volatile:}[/directory-name]]
[verbose]
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目的コマンドまたはアクション

screenキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、抽出されたファイル
の内容を端末画面に表示することを指定します。

toキーワードは、ターゲットファイルシステムを指定します。ディレクト
リ名を含めることができます。ディレクトリ名には、大文字と小文字を区

別して、最大 240文字の英数字で値を指定します。

verboseキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、抽出されるファイル
の名前を表示することを指定します。

次の例では、既存のアーカイブファイルからファイルを抽出する方法を示します。

switch# tar extract bootflash:config-archive.tar.gz

アーカイブファイル内のファイル名の表示

tar listコマンドを使用して、アーカイブファイル内のファイルの名前を表示できます。

tar list {bootflash: | volatile:}archive-filename

アーカイブファイルの名前は、大文字と小文字が区別されません。

switch# tar list bootflash:config-archive.tar.gz
config-file
new-config

ファイルシステムの使用例
ここでは、Cisco NX-OSデバイスのファイルシステムを使用する例を示します。

スタンバイスーパーバイザモジュール上のディレクトリへのアクセ

ス

次に、スタンバイスーパーバイザモジュールにあるファイルをリスト表示する例を示します。

switch# dir bootflash://sup-remote
12198912 Aug 27 16:29:18 2003 m9500-sf1ek9-kickstart-mzg.1.3.0.39a.bin
1864931 Apr 29 12:41:59 2003 dplug2
12288 Apr 18 20:23:11 2003 lost+found/

12097024 Nov 21 16:34:18 2003 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.1.3.1.1.bin
41574014 Nov 21 16:34:47 2003 m9500-sf1ek9-mz.1.3.1.1.bin

Usage for bootflash://sup-remote
67747169 bytes used
116812447 bytes free
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184559616 bytes total

次に、スタンバイスーパーバイザモジュールにあるファイルを削除する例を示します。

switch# delete bootflash://sup-remote/aOldConfig.txt

ファイルの移動

次に、外部フラッシュデバイスでファイルを移動する例を示します。

switch# move slot0:samplefile slot0:mystorage/samplefile

次に、デフォルトのファイルシステムでファイルを移動する例を示します。

switch# move samplefile mystorage/samplefile

ファイルのコピー

次に、samplefileというファイルを、slot0:ファイルシステムのルートディレクトリから、mystorage
ディレクトリにコピーする例を示します。

switch# copy slot0:samplefile slot0:mystorage/samplefile

次に、カレントディレクトリレベルからファイルをコピーする例を示します。

switch# copy samplefile mystorage/samplefile

次に、アクティブスーパーバイザモジュールのブートフラッシュから、スタンバイスーパーバ

イザモジュールのブートフラッシュにファイルをコピーする例を示します。

switch# copy bootflash:system_image bootflash://sup-2/system_image

copyコマンドを使用して、slot0:または bootflash:ファイルシステムと、FTP、TFTP、SFTP、ま
たは SCPサーバとの間でファイルをアップロードおよびダウンロードすることもできます。

ディレクトリの削除

デバイス上のファイルシステムからディレクトリを削除できます。

はじめる前に

ディレクトリを削除しようとする前に、そのディレクトリが空であることを確認してください。

手順の概要

1. （任意） pwd
2. （任意） dir [filesystem :[//module/][directory]]
3. rmdir [filesystem :[//module/]]directory
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示します。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。ファイルシステ

ム、モジュール、およびディレクトリの名前は、大文字と小文

字が区別されます。

dir [filesystem :[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash:test

ステップ 2   

ディレクトリが空でない場合は、そのディレクトリを削除する

前にすべてのファイルを削除する必要があります。

ディレクトリを削除します。ファイルシステムとディレクト

リの名前は、大文字と小文字が区別されます。

rmdir [filesystem :[//module/]]directory

例：
switch# rmdir test

ステップ 3   

ファイルの内容の表示

次に、外部フラッシュデバイスにあるファイルの内容を表示する例を示します。

switch# show file slot0:test
configure terminal
interface ethernet 1/1
no shutdown
end
show interface ethernet 1/1

次に、カレントディレクトリにあるファイルの内容を表示する例を示します。

switch# show file myfile

ファイルチェックサムの表示

次に、ファイルのチェックサムを表示する例を示します。

switch# show file bootflash:trunks2.cfg cksum
583547619

次に、ファイルのMD5チェックサムを表示する例を示します。
switch# show file bootflash:trunks2.cfg md5sum
3b94707198aabefcf46459de10c9281c
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ファイルの圧縮および圧縮解除

次に、ファイルを圧縮する例を示します。

switch# dir
1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile

...
switch# gzip volatile:Samplefile
switch# dir

266069 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile.gz
...

次に、圧縮ファイルを圧縮解除する例を示します。

switch# dir
266069 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile.gz

...
switch# gunzip samplefile
switch# dir

1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile
...

show コマンドの出力のリダイレクト
次に、出力を bootflash:ファイルシステムのファイルにリダイレクトする方法を示します。

switch# show interface > bootflash:switch1-intf.cfg

次に、出力を外部フラッシュメモリのファイルにリダイレクトする方法を示します。

switch# show interface > slot0:switch-intf.cfg

次に、出力を TFTPサーバのファイルにリダイレクトする方法を示します。

switch# show interface > tftp://10.10.1.1/home/configs/switch-intf.cfg
Preparing to copy...done

次に、show tech-supportコマンドの出力をファイルに誘導する例を示します。

switch# show tech-support > Samplefile
Building Configuration ...
switch# dir

1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile
Usage for volatile://

1527808 bytes used
19443712 bytes free
20971520 bytes total

ファイルの検索

次に、現在のデフォルトディレクトリからファイルを検索する方法を示します。

switch# find smm_shm.cfg
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/usr/bin/find: ./lost+found: Permission denied
./smm_shm.cfg
./newer-fs/isan/etc/routing-sw/smm_shm.cfg
./newer-fs/isan/etc/smm_shm.cfg

ファイルシステムパラメータのデフォルト設定
次の表に、ファイルシステムパラメータのデフォルト設定を示します。

表 2：ファイルシステムのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

bootflash:デフォルトのファイルシステム

ファイルシステムに関する追加情報
ここでは、ファイルシステムに関するその他の情報について説明します。

ファイルシステムの関連資料

参照先関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』ライセンス

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals
Command Reference』『Cisco Nexus 5000 Series
NX-OS Command Reference』

コマンドリファレンス
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